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町
〈
い
い

j
v襲
撃
欝
競
欝
態
雛
嬢
襲
撃
串
れ
を
一
眺
め
て
い
て
お
気
の
援
に
な

言

よ

れ

ば

、

虎

は

ア

ジ

ア

特

産

の

臼

密

議

事

か

み

き

を

一

語

れ

て

い

る

。

一

滅

私

繍

欝

機

麟

麟

鱗

鱗

麟

麟

撃

機

四

葺

D
、
取
〈
こ
と
に
た
め
ら
い
露
じ

震
で
、
産
地
に
よ
白
君
事
異
し
て
い
た
岨
だ
い
た
。
「
時
制
の
あ
す
か
遂
を
そ
一
ぞ

zfJ4緩
護

鶴

警

欝

鶴

欝

警

ご

:

。

;
!
?
i
P
E
E
l
-
-丸
二
機
構
欝
べ

J

一

一

諒

一

一

点

と

も

拍

著

書

襲

撃
し
、
満
州
産
む
も
の
皇
室
十
一
月
に
望
書
れ
た
が
、
七
主
偲
ぶ
宗
室
盟
主
裂
に
ブ
ロ

F

v

ι

吻

(dy欝
欝

麟

灘

鶏

嬢

議

ι
¥

轡
け
基
調
と
主
摂
い
缶
)
彩
わ
拍
絵
で
、

ぃ
。
森
林
や
室
長
、

5
5齢
で

あ

っ

た

と

こ

に

語

ジ

ズ

の

来

事

駆

使

し

て

選

管

閥

均

明

一

鱗

欝

麟

欝

:

ず

二

一

一

fizt一致
事
号
。

完
結
語
日
持
託
行
築

2

一
一
挙
習

f
一一一一市内抗告件下井芳芸

お
薄
f

仰

向

、

除

機

撃

す

h:AJA事
品
史
が
捕
か
れ
た
箆
代
前
雪
量
感

ま
た
ま
た
数
多
く
号
機
“
主
¥
離
響
機
一
一
軒
昨
日
自
民

ぃ

F
2
5
3議
綴
欝
韓
議
離
蝿
舗
鶴
灘
額
鶏
い
一

J
i

、
、
b
ー
と
。

一
歩
々
一
融
機
緩
議
畿
緩
緩
滋
今
一
ι

川

U
O
J
i

臼
嫡

A
A
プ

議
離
鞠
仲
間
関
、
か
帯
広
一
審
欝
刊
ー
予
〉
主
藤
繋
験
問
m
u
h
u
白
日
程

襲
滋
襲
i
;
u
b匂
影

、

い

ν

〓
襲
撃
務
総
務
襲
撃
議
努

v
y

議
務
懇
ダ
/
一
;
〆
例
議
機
織
綴
後
緩
慢
グ

j

て
露
目
、
栄
誉
に
栴
せ
ら
れ
た
。

獣
や
鳥
島
食
す
姦
物
と
あ
る
。
蓮
田
号
、
緊
=
壬
ハ
年
に
宗
昨
年
六
症
は
、
日
京
芸
露
合
議
鱗
護
持
ご
議
整
数
議
室
ィ
、
一
そ
れ
室
否
て
己
の
な
寄
付
で
あ

と

ら

白

は

る

震

言

、

潟

在

日

展

事

務

室

政

宣

言

「

閉

径

約

と

警

¥

了

よ

警

鐘

議

翠

三

一

一

ノ

る

。

と
と
じ
も
た
け
く
査
員
、
ま
長
京
芸
式
警
と
し
て
襲
λ
一
子
」
炉
、
受
話
室
長
議
塁
審
湘
一

7幾
緩

懇

議

喜

に

ぎ
J
手

一

〆

長

聞

は

、

陸

代

市

長

お

一

人

お

す

す

ま

は

や

む

活

躍

な

さ

れ

て

い

る

。

員

杉

山

久

迭

さ

ん

の

む

毅

ぽ

え

横

者

か

匂

市

に

中

箆

倍

さ

れ

た

。

る

。

}

人

の

惚

住

吉

、

よ

く

と

ら

え

三

描

X

X

あ
る
羨
純
一
託
主
「
い
ま
一
審
問
明
い
領
在
住
の
草
山
盤
、
民
か
戸
田
市
に
閥
均
四
五
油
絵
は
、
一
水
八
時
出
会
員
で
一
鋳
金
在
×

X

写
さ
れ
た
芸
知
作
品
で
あ
る
。

ま
た
ま
十
軒
日
昔
〈
の
栓
溜
・
彫
刻
人
に
望
み
た
い
乙
占
は
、
仕
事
は
理
ぎ
れ
た
。
旧
作
で
あ
る
が
、
ま
こ
と
仲
は
お
山
口
惜
道
的
民
の
作
品
一
間
関
M

除
去
た
陪
月
二
十
一
一
日
、
平
塚
器
具
市
民
む
み
な
さ
ん
が
、
歴
代
市
長

。
金
主
の
詩
作
品
か
市
に
活
躍
さ
屈
で
は
な
い
。
い
か
に
作
円
安
し

τ
に
語
ら
し
い
作
品

Z
R杉
山
色
二
一

C
Qコ
乙
で
あ
る
。
震
若
望
書
い
方
々
が
、
そ
白
同
畿
一
b
昔
、
在
職
中
白
色
苦
労

れ
た
む
で
、

ζ
ζ
に
紹
打
レ
た
い
。
呉
羽
す
る
か
だ
。
京
一
部
に
な
っ
て
や
民
秘
蔵
の
彫
刻
で
あ
る
乙
と
が
う
な
ベ
巳
き
に
む
需
繕
下
さ
っ
た
宗
…
絵
師
れ
ぞ
れ
腕
ヂ
ぶ
る
っ
て
、
私
の
欝
一
一
空
し
の
ぶ
よ
す
が
と
も
な
り
得
る
よ

市
内
対
内
に
お
比
せ
ま
い
だ
っ
た
釣
る
と
い
己
主
日
明
阻
み
と
雲
で
あ
っ
て
ず
か
れ
る
a

賞
受
録
、
門
口
雲
与
の
中
村
綾
一
…
一
間
十
四
点
喜
一
摘
出
に
表
装
し
で
、

ζ
れ
ス
一
翼
な
震
に
盟
観
し
、
あ
わ

木
(
旧
蚊
磯
崎
U

イ
シ
さ
ん
は
、
勧
ザ
て
の
袋
町
議
一
び
と
ん
で
く
る
学
生
杉
山
久
世
百
さ
ん
は
「
一
個
ふ
が
所
仰
の
お
弟
子
で
、
部
の
画
風
雪
苦
け
を
市
に
器
材
ヤ
た
い
と
、
代
表
敬
名
せ
て
佐
川
民
の
む
厚
訟
に
も
お
ζ

た

産
第
と
し
て
出
康
平
、
産
商
用
中
新
生
に
は
、
め
ん
苫
玄
つ
な
み
て
や
る
」
と
有
す
る
よ
む
も
、
公
共
の
移
設
に
寄
て
、
き
わ
め
ナ
講
を
脅
…
い
ず
ふ
描
か
れ
の
方
が
持
害
さ
れ
た
l

私
は
有
b
薙
え
し
た
い
と
お
も
う
。

児
白
書
設
に
一
生
FC捧
ザ
伊
れ
た
が
述
べ
て
い
ら
れ
た
が
、

E
の
一
討
製
に

UEて
、
多
く
の
人
々
に
克
で
も
b

た
、
の
ど
か
な
自
国
嵐
長
麗
で
も
あ
ぐ
ζ
れ
か
民
受
領
し
た
が
、

ζ
れ

ら

の

(

昭

和

問

九

a

乙二
v

均
年
、
市
に
武
〈
残
る
も
の
を
寄
付
仕
事
に
対
す
る
意
歓
と
根
性
章
。
担
う
お
が
は
る
か
に
有
語
議
で
あ
白
、
る
a

間
同
額
は
、
ハ
ム
民
緩
γ
て
一
の
他
の
施
設
に

{手親方法3
，.絡所で受付 It!~.合摘iま令市役所市民織

と電送シ.<t.'i'Al:ょ。て作成します@

むたU?"t'.ホ'"稼ロと向じくもいの民事

館でその織で交付で金ます@

t:，fAt.. a待'"分官官に交付けた事扮iまも
窃玲'"分以降でないと交付でさません@

事えと、争後5均以降に受付!すた事鍛は認
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(1) 9書道平塚秦里子線

也)r吉選告書遂迂笥線
@園遊I君事号線

w県議平塚伊勢原線
¥e)県道平塚時事補ナ浜事議

匂J醤五重 134号線
iJ)霞遊l号線

由須賀久領中学校練
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末
尾
の
数
字
有
ダ
ブ
ら
せ
「
…
一
一
介
JKJ」

と
な
る
。
例
え
ば

一一一一一一周ーェ一一一一一一一局

λ
こ
局
ふ
λ
一一一一馬

プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
者
む
制
扇
町
方
は
、

ボ
タ
ン
叫
一
一
つ
で
つ
な
が
る
知
紺
ダ
イ
ヤ

草月間滋

⑧申告審は早めに縄出してください
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王手緩税務署喜 a察室発事務所@王手塚市
税理士総事伎の無料納税相談臼です

お気轄にお出かけください



ピ
i
力
土
皆
梯
明
石
一
の
も
務
究
の
う
ち
。
晴
た
い
京
滋
出
水
は
少
し
も
需
に
な
り
ま
せ
ん

京
授
も
あ
る
蕗
さ
品
、
り
明

離
で
き
る
軒
家
つ
序
説
盟
問
、

調しよ古一
j
g
i
あ
ま
り
間
品

量f
時
野安 Q 

迄22

む
の
ほ
ど
、
第
十
七
回
白
束
手
生
科

学
鱈
に
、
訴
同
中
学
校
一
、
二
年
れ
学

ク
ラ
ブ
が
、
中
学
の
部
て
三
等
質
に
入

選
。
先
月
十
五
日
に
、
東
京
の
一
民
主
グ

ラ
ザ
ホ
一
一
ノ
ル
交
什
わ
れ
た
中
央
表
彰
式

で
表
彰
さ
れ
士
6

初
出
品
な
が
ら
、
地
方
審
査
で
代
表

に
選
ば
れ
た
中
学
校
百
四
十
四
点
白
中

か
わ
か
ち
得
た
栄
冠
。
昨
年
四
月
刊
rb

続
げ
ら
れ
て
さ
た
努
力
と
着
実
な
活
動

か
報
わ
れ
た
と
、
指
導
担
当
の
小
島
先

生
は
じ
め
、
内
野
慎
協
去
を
η
lダ
ー

に
十
人
の
ク
ラ
ブ
日
間
は
大
喜
び
。

ζ
の
癖
兜
は
、
一
日
摘
の
疲
障
が
洛
下

す
る
と
と
に
よ
っ
て
つ
く
白
泊
さ
れ
る

模
揮
を
、
図
形
犯
す
る
ζ
と
壱
、
最
初

は
、
失
敗
の
一
連
続
だ
っ
た
と
い
う
合
そ

の
後
、
液
そ
の
も
白
を
と
ふ
"
P
H
ベ

シ
キ
や
粘
土
が
お
い
た
も
の
を
使
い
、

昨
年
十
月
、
や
っ
と
時
間
足
め
い
く
図
形

化
に
成
功
に
#
~

ιpレ
て
、
被
向
が
港
下
す
る
長
維

と
気
ま
つ
の
溺
設
を
調
資
。
液
の
種
類

や
襟
厳
に
よ
っ
て
も
、
問
ま
つ
の
形
が

変
化
す
る
ζ
と
が
わ
か
っ
た
。

ζ
れ
か

ち
は
、
け
や
き
や
松
な
ど
の
、
誕
の
先

制
刷
世
田
落
ち
る
飛
ま
つ
む
最
一
キ
薪
地
ず

る
の
が
謀
議
と
か
5
。

あ
る
時
に
は
、
ム
ダ
と
用
品
γ

え
る
白
か

ら
、
品
月
詣
な
成
渠
が
生
ま
れ
る
ζ
と
を

ね
ら
の
前
る
い
集
積
は
τ
諮
っ
て
い
た
。

轄
の
先
端
か
ら
怒
ち
る
暗
掘
の
実
験
。
曜
の
溺
綴
平
溺
度
に
よ
っ
て
も
濠
つ
の
で
、
一
湘
一
満
翼
剰
だ

枚
程
守
グ
一
一
フ
ワ
を
ひ
ろ
げ
る
立
司
J
V
E
H
e
綾
ら
の
開
明
る
い
祭
瀬
戸
い
拡
、
な
ん
の
癒
絞
も
な
い

金
を
入
れ

τく
だ

さ

い

。

報

管

し

て

ξ
戸
き
い
。

融
時
療
関
叫
だ
よ
れ
日
②
一
枚
の
現
金
封
筒
で
十
万
円
ま
で
⑦
現
金
務
総
呪
お
受
け
取
り
に
な
ら

f

》

司
j
え
1dp

送
れ
ま
す
。
れ
た
併
は
、
ザ
て
の
附
却
で
一
日
間
な
と
L

議
シ
一
戸
、
人

1

J
幸
喜
入
れ
る
と
と
が
て
と
え
る
異
常
が
な
い
か
が
突
、
宗
主

綾

将

一

〆

L

V

~

す

。

品

目

向

山

川

、

そ

の

配

辻

討

に

お

叩

し

出

t
d
?
j
s
h
③
羽
生
主
似
の
一
定
の
糊
慨
に
甘
所
、
さ
ん
さ
い
。

マ
現
金
書
留
e

料
用
の
し
か
た
民
各
と
掛
再
構
併
前
hrv
記
入
し
、
封
マ
貯
金
の
務
入
現
段
額
制
引
き
上
げ

明

訓

告

持

叩

聞

は

手

昨

勾

十

ご

バ

か

紙

義

え

て

、

裁

選

設

h
d沼
う

せ

持

問

主

主

貯

金

の

預

金
者
百
接
持
瑞
/
d
c

藍

ソ

メ

妥

当

震

ぬ

伝

説

本

今

狩

対

が

い

入

限

度

げ

叫

が

一

人

と

が

で

さ

る

の

定

一

一

一

白

万

可

止

で

一

、

た

い

へ

ん

君

。

現

念

封

筒

で

十

万

円

ま

T

一
川
八
三
ぬ
よ
ヨ

一

色

品

説

荷

物

の

中

に

な

っ

た

。

税

金

に
窮
余
』
宅
入
れ
る
こ
と
は
日
夕
日
以
さ
れ
か
ん
紙
で
引
印
の
う
え
必
ず
郵
間
お
も
か
か
ら
な
い
。

で
い
る
の
で
、
現
金
ケ
点
ぶ
と
さ
M
M

の
慰
口
に
お
出
し
と
だ
さ
い
。
竹
V

軒
ぺ
議
採
換
が
γ
発
売

必
T
「
開
封
金
書
館
」
の
む
一
利
用
を
。
⑤
急
ざ
の
時
は
つ
ヰ
宜
し
絞
い
に
さ
一
月
一
日
か
ら
「
定
期
保
険
」

む
利
用
の
一
刀
法
は
次
の
と
お
D

れ
一
布
石
一
ど
慢
科
で
す
。
「
玖
尚
弘
容
特
約
」
の
二
種
が
発
出

①
部
神
~
局
白
同
地
心
千
現
金
ぞ
送
メ
v
出
甘
酢
郵
便
局
で
一
現
金
書
町
田
心
佼
知
正
を
さ
れ
で
い
る
。
ザ
レ
〈
は
探
険
課

簡
の
町
田
剖
八
叫
詩
情
』
(
一
枚
五
月
)
お
饗
レ
レ
ま
す
か
、
片
受
取
人
仁
脇
〈
議
出
健
一
一
一
C
五
)
へ
。

そ
お
求
め
に
な
れ
ヘ
と
の
封
吟
に
混
い
た
ζ
と
聖
母
認
す
る
ま
で
大
切
に

/
日
時

E分
(
争
回
公
喜
怒

お
先
(
品
開
自
公
民
館
)

尺
A
同
げ
て
く
だ
さ
い
。

竹v
パ
先
ん

γ「
タ
?
や
色
気
ス
ト

?
ブ
な
ど
の
伊
併
は
nu追
跡
三
だ

さ
い
。
ヤ
テ
レ
ピ
を
と
ww日
L
な
る
時
閣
を

な
る
べ
〈
館
内
L
て
く
戸
さ
い
。

竹V
寝
殿
灯
は
ぜ
き
る
だ
け
約
じ
で

と
だ
さ
い
。

〈
石
油
危
持
で
箆
力
は
い
ま
『
ピ
億
討
を
i

上
手
に
僚

Z~め
の
な

ジ
チ
』
で
す
。

γ一
討
や
点
オ
ン
な
相
談
な
ど
は
、
次
の
市
川
一
日
電
力
を

ど
の
使
用
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
と
利
用
〈
た
さ
い
。

す
。
と
浪
路
や
臨
時
d

川
崎
て
も
、
不
便
「
穴
r
魚
肉
設
所
見
印
刷
酌
…
五

で
し
ょ
干
の
ノ
山
知
↑
路
島
内
政
に
C
協
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Ij-られなかった幼mは 1年を過ぎ
て 2年までの問に受けられます等
3銭。百戸抗149年4月ノj淀詳校入学予
定のゑぞ (48年10Jl?l>b49年 3月
の!習に受lノてください@それ♀汐も

の期間にじさ正けられません。》

Il" 搭 3丸ンフテl)ア、予防主韮種は
48年lO}jよUジフテDア、五霊長話
， E毘白ヒ合予防接種にな!lまし
た。

量豊時期・ 12f}，'j-30分---15持まで島ただ
しさ主日JCC0t~: .i 14時-15時勾
護軍1型自白程

[3fl] 
白 〉くけ，f~' J-ミ民館 金e公民主宮
主叩f出会正先3

12日号、八幡公民館
13日 ヰ日くれ)，古中原公民館
14日 らι、干、防己

月3
28 *) t只E:fH 金日公民古宮
F気骨剖 ?と館

38 科Ii.Jごと1日八幡公民館
4臼花刀、館中原公民館
58 平 r玄ょに杭院

が 2予}長、
閉会に

間二:ル i
0)寸♂ぴ1

ノ、

1"'-;口、

以た
l令 r~，

ゾJ

3同ご，:空てrg少どおい月
、詰会?lf皇護者言 Jd託手雪
李ジ 桁造。室長カ:室 主主在宣言
客二 九日 や亙ピ量 i1三た~室

三25525552i22
主 麟轍麟麟欝鞠翻鞠麟縫製主

票前韓議議議欝ふ
るlOι
ぷη ぞ記、合品十時揚己宗高官守
zz P言葉芸著書も詰受四五三警
日長22モ同長室主22主43
れしヰさ ま揚うで、量二~(喜一、 7 ーち官

主主豆 ま笠聖書室主 毒事立会ム子

を

滋のお知らせ

昭和初年1月から市民セジ丘一の詰[11ま次のよ

うになったのでお知らせします。

愈毎週月曜日

@国E誌の祝日』こ関する主主津lこ'規ずる祝日の'lll日

ζただし、当日日限:日にあたる持は開館しま

?す〉

@F行総記念日付ことし、当日7l
'
80a'臼にあたる時

は民J由官します〉

窃 1Jl l 臼 -3 日と 12月39El~3J 臼

T震箆号まンタ 毘

; クn拙臼 平時塚姉市民蹴1約丙

j 保健慨衛生課では、初めて妓娠され
i た方のために、責吃宝綬.出E琵呈'育児加}は弓
j キ射Jしての不安をな〈し告信闘古が5もてる
i よ""にこと母親救主護主を企E図冨した0
jE翠 3月4筒、問、 1拡間
場所市役所B会議集

;申込み電話かはがきで保健衛集課

盟時間基時3C分~15時まで@ただ j へ浅間田J9-1 市保健衛生課
し封印の会場は14時-15蒋。 餐主話 (22)1 7 0 0内融231 

輔巡回日務 i 
2月15日 中原氏良賞宮神田公民館 i 議近、子どものムシ歯が主主激に勝
。 19日 空戸崎公民錦 ※按島公 jえている。まだ摘がさ七えそろう前は

日開 iムシ語で悩んでいる子どもをよく見
。 20白 金目担民館 ;削ゴるカヘお宅のお子さんはいか

t 21日 花水公民館7¥J楼小学校川。平塚探健所では、母子桝悩
2月25日 平塚市友病院※中史縫 iを隣くので、ムシ詣でお悩みのおか

協土沢支所 iあさん参加しては刊
ρ26日 旭公民館 i 日時 2月22日 C金〉午按1時30
t 288 出金田公民館 分から3碍3C分まで
日間〉祖国公民館 j場所平塚保問講堂
t 5日 平器市民セン虫}

主f主食零歳-2歳児の母親
ク 7臼大野公民館 ;諮問クイオジ盤潜 f株〉松原博民
? 8日 横内iill地鎚会主書 j演題乳幼沼むム乙盤予防につい亡
。昔日 須賀公民館松原公民豊富 i
臨判定日 i 
2 Jl22日中原公民館押印公民館 i
"'-26自 国間崎公民吉宮 民域自公 !霊盟対委決・荷1才までの赤ちゃんなら

.t 21日
d' 28日
3月 48

民館 j どなたでも受けられます。話回ほ
金自公民館 ! 母子手燥を忘、れずに持。てきて4
花京公民館八幡小学校 i ださい。
平塚市民病院民中央授 j欝時間事午前日時3C分市10時3C分
協土沢支街 2月218 (:;:ね岡崎公民宣言

.. 5臼加公民知 ? 28日 正木〉吉沢骨民館
'" 7日 夜金田公民館 3月7臼 〈木〉金田公E号館
ク呂田 誠豊田公民f(fl ρ14臼 (;1;:)立こ盤公民館
{>' 12臼 平塚市民セン占-- ~?" 21臼 仁木〉量豊田公民館
{>' 14日 大野公民館 : ? 28臼 ζ木〉金目公民館

.t 15臼 横内田島際会場 ; ;;災4月以降は3月号に掲載します。

:t 霊童 市民セン;'7-



i成し遂げたと記録に載っている
iζの大吉持を記念レて、山来1l.
幡宮は鶴峰山と称し、

の丸の紋章をもちL、可

浅 間 社 j 平塚痴ほ平塚高等小切の新
高 i灘構晋 j 築によって、ここに在った浅間

昭和4年仁19，9)平塚田Iと沼 i柱は、円筒新校舎の県出，)へ澄ざ
馬町が合併し、次いで悶1IiJQ;少 iれていたが、そDところもE若手世話
年たちを、同じ校舎で明ませる jとな白、混在は八幡神社指内の
ため、平家町立平塚}高等小学校 iー慌に、てつつましく託かれてvt
が開校した。この学授の敷地は iる。
平塚新宿疋玄関LlJで、 A帯の松 i 八幡神社のとこう 1立、

林を伐主草して見事な校舎を主主演 i 令浅間、である。平どまJjjは、
した。 j年密I名を決λ立するに品た白吋発
ζ 己の松林1立、八幡神社から;陸皇、を採択決定レた。路ピひさ

E茸南にのびた砂丘白上に担えら iし〉を貸し亡、ほ子己主取られた
れたま藍松であったが、ほほ中央 iということになる。
に位援して、石渇Dのt主「関投iJ'! 八!播神社ぬ円安う下聞社hJ

まつられていて、その j興院がある。 r新日記将司社ー
ただ~;$:T抜けて大き 1字。華客永元申年八司。露障

な雌松が盤えていた。この赤松 it勾等党続二五応」。
は背も高〈形も良かったので、 j 嘉iK元:"F(]848)の再建で、1
漁師たちは濃かの海上から眺め i令年は 127年長iにあたる。また
で、船の位置を矢口る使立を得た i蒋建者の三I;JGは、中興の笑縫主き
といふ j開通印刷t目、足問問跡船対
昔、 ζの松へ、鶴が栄篭った!志沢家の人で、 15世t:r::t"Jの弟子
ので、村人たちは式首と主宰び iとなD、鶴蜂山等党院院家に裁
合った。はたせるかな、八橋鐙; 吉、玉君主主法制としたと記録さ

，，11当等必践の院家主主殻 0558- !れている。王者は、既治元年四
1618)は、徳川家康の合命によ i克復飾して雲出高皇居、通称鶴潟
って、関東疋窓会。j相撲国大山寺 i部と敬め、八幡神世職とな唱
の(1j二Eとな位、大山D大改革を iた。
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<><>ど協力品むかとうございましたく〉。

駅前街頭42京、平以l行法訪問3-<1:，払己河

京、不二二家172;$:.句
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